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１.グループウェア「Windows SharePoint Services」について 
 

  大門高校では教職員・生徒間の情報交換や校務の効率化の目的で、グループウェアの一種である Windows Sh

arePoint Services（以下 SharePoint と略記）を平成 16 年から導入している。SharePoint（現在のバー 

ジョンは 3.0）は Windows Server 2003 のライセンスを所有していれば無料でダウンロードでき、Internet E

xplorer 6.0（以降）をインターフェースとしてネットワーク上の全てのコンピュータで使用できる。 

 

２.ネットワーク構成と SharePoint の設定について 
 

  教職員と生徒が利用する都合上、SharePoint をインストールしたサーバ（グループウェアサーバ）を生徒エ

リアに設置してアクセスしている（その為、全教職員が教職員エリアと生徒エリアで同一のユーザ名・パスワ

ードを使用し、スムーズにグループウェアにアクセスできるようにしている）。 

 年度当初の大まかな設定として、①SharePoint へのユーザー登録②学年ページの作成③教職員出張伺用ファ

イル（Microsoft Access）の教職員データの更新が必要となる。①については生徒用ドメインコントローラに

登録したセキュリティグループや組織単位で設定できるので、作業はさほど煩雑にはならない。②については

ページやコンテンツを必要に応じて追加することも可能であり、その作業はネットワーク管理者に限定されな

い。③このファイルは教職員サーバにあり、生徒が物理的にアクセスできないようになっている。 

 教職員エリアの個々のクライアントにおいては初回ログオン時にグループウェアのトップページを開くよう

に設定する必要があり、通常は年度当初に行っている。生徒エリアではドメインコントローラの設定により、

生徒がブラウザを起動するとグループウェアのトップページが表示されるようにしている。 

  

３.SharePoint の機能と特徴について 
 

  SharePoint の長所としては、①ネットワーク上のどのコンピュータでも使用が可能②Web ブラウザをインタ

ーフェースとする為、専用のアプリケーションのインストールや習熟の必要がない③ページごとにユーザーや

アクセス権（書込・閲覧等）を細かく設定できる④目的に合わせたページを既存のパーツを組み合わせて比較

的容易に構成することができる⑤追加費用が掛からない、などがあげられる。その一方で問題点として、①解

説書等が少なく業者も余り使用していないので、不具合が生じた際に解決できない場合がある②Web ページの

形式ではあるが実際には HTML ファイルではないので、バックアップが取れない③ファイルとして存在しない為、

ファイルコピーによってそっくりなページを用意することができない④教職員誰もがページやパーツを追加で

きるようになってはいるが、実際には要請を受けた管理者がページの設定を行うことがほとんどである、など

を認識している。 

 

４.対策や今後の課題について 
 

  上記の問題点③については、毎年使用する教材や年度をまたいで使用する生徒の作品等を SharePoint サーバ

には置かず、教育ＮＯＣのイントラネット側サーバにアップロードしてハイパーリンクを貼るようにしている。

教育ＮＯＣのイントラネット側サーバは容量に余裕がありセキュリティもしっかりしているので、生徒の作品

等を複数年度置いておけ誤消去や流出等の心配もない。多くの教職員が SharePoint の長所を活かして授業等に

活用できるような環境作りを心掛けたい。 
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５．大門高等学校ネットワーク構成 

 

６．グループウェア画面（教職員のトップページ） 

- 2 -


